
鎌ケ谷市青少年センターだより

No.１４１

(１)

令和２年３月発行

発行・編集　

　鎌ケ谷市青少年センター

〠２７３－０１０１

鎌ケ谷市富岡２－６－１

（生涯学習推進センター内）

☎０４７－４４５－４３９３

　

令
和
二
年
一
月
十
六
日
（
木
）、
十
七
日
（
金
）
に
、
国
立
青
少

年
教
育
振
興
機
構
主
催
の
「
第
三
十
六
回
全
国
青
少
年
相
談
研
究
集

会
」
が
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

で
五
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、「
発

達
障
害
」
の
分
科
会
の
主
な
内
容
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
が
平
成
二
十
四
年
に
実
施
し
た
全
国
調
査
で
は
、
通

常
の
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
う
ち
六
．
五
％
が
「
学
習
面
又

は
行
動
面
で
著
し
い
困
難
を
示
す
」
と
い
う
結
果
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。（
四
十
人
学
級
だ
と
こ
う
し
た
困
難
を
抱
え
て
い
る
児
童
生
徒

が
二
～
三
人
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

　

・「
授
業
中
に
立
ち
歩
く
」

　

・「
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激
で
集
中
で
き
な
い
」

　

・「
こ
だ
わ
り
が
強
い
」

　

・「
計
算
は
得
意
な
の
に
文
章
題
が
苦
手
」

　

・「
友
だ
ち
と
ト
ラ
ブ
ル
を
よ
く
起
こ
す
」

等
々
、
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
う
ち
の
多
く
が
、
何
ら
か
の
「
発

達
障
害
」
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

「
発
達
障
害
」
は
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
、
徐
々
に
明
ら
か
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
五
歳
く
ら
い
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、

早
期
に
診
断
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
十
四
歳
く
ら
い
で
行
動
面
で
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
場
合
が
あ

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
原
因
は
「
う
ま
れ
つ
き
の
脳
の
一
部
の
機
能

障
害
」
な
の
で
、「
し
つ
け
が
悪
い
」、「
育
て
方
の
問
題
」
等
と
捉

え
る
の
は
間
違
い
で
、
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
も
苦
悩
し
て
い
る

と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

本
来
の
障
害
特
性
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
様
々
な
つ
ま
ず
き
や
、

周
り
か
ら
の
無
理
強
い
な
ど
の
不
適
切
な
対
応
が
く
り
返
さ
れ
る

と
、「
精
神
的
ス
ト
レ
ス
」
や
「
不
安
感
の
高
ま
り
」、「
自
信
や
意

欲
の
喪
失
」、「
自
己
評
価
や
自
尊
感
情
の
低
下
」
な
ど
か
ら
、
さ
ら

な
る
適
応
困
難
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
そ
し
て
「
不

登
校
」
や
「
ひ
き
こ
も
り
」、「
反
抗
的
な
態
度
や
非
行
」
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

「
発
達
障
害
」
に
早
い
段
階
で
気
づ
き
、
得
意
な
分
野
を
伸
ば
し

な
が
ら
、
自
己
肯
定
感
や
自
尊
感
情
が
高
ま
る
支
援
を
工
夫
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
専
門
機
関

と
の
連
携
も
大
切
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
幸
せ
に
暮
ら
し
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
は
、
地
域
の
大
人
と
し
て
共
通
の
願
い
で
す
。
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
が
理
解
し
合
い
、
誰
も
が
自
己
実
現
を
目

指
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
と
な
る
よ
う
連
携
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※

「
発
達
障
害
」
と
は
「
発

　

達
障
害
者
支
援
法
」
に
は

　

「
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ

　

ー
症
候
群
そ
の
他
の
広
汎

　

性
発
達
障
害
、
学
習
障
害
、

　

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
そ

　

の
他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機

　

能
の
障
害
で
あ
っ
て
、
そ

　

の
症
状
が
通
常
低
年
齢
に

　

お
い
て
発
現
す
る
も
の
と

　

し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
」

　

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

「全
国
青
少
年
相
談
研
究
集
会
」
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　

～

「発
達
障
害
」
に
つ
い
て
学
ぶ
～

青
少
年
セ
ン
タ
ー　

浅
岡　

正
人



(２)

「市
原
学
園
」
の
視
察
研
修
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　

十
一
月
十
四
日
（
木
）
、
市
原
市
に
あ
る
「
市
原

学
園
」
に
青
少
年
補
導
員
十
八
名
と
青
少
年
セ
ン

タ
ー
職
員
六
名
の
計
二
十
四
名
で
伺
い
、
視
察
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
市
原
学
園
」
は
そ
の
名
称
か
ら
は
連
想
し
に
く

い
の
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
少
年
院
で
す
。
非
行
を
犯

し
、
家
庭
裁
判
所
で
少
年
院
送
致
と
さ
れ
た
少
年
が

収
容
さ
れ
る
法
務
省
管
轄
の
施
設
で
す
。
こ
こ
で
、

少
年
た
ち
は
自
ら
犯
し
た
過
ち
に
向
き
合
い
、
責
任

を
自
覚
す
る
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
そ
し
て
、
段
階

的
に
生
活
指
導
、
教
科
指
導
、
体
育
指
導
、
職
業
指

導
な
ど
を
受
け
な
が
ら
、
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身

に
つ
け
、
社
会
へ
の
適
応
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

施
設
見
学
の
後
に
、
佐
藤
次
長
か
ら
、
学
園
の
現

状
や
教
育
方
針
に
つ
い
て
詳
し
く
お
聞
き
し
ま
し

た
。

　

「
窃
盗
」
や
「
傷
害
」
等
の
犯
罪
を
犯
し
て
収
容

さ
れ
て
い
る
少
年
が
相
変
わ
ら
ず
多
い
も
の
の
、
近

年
の
傾
向
と
し
て
「
振
り
込
め
詐
欺
」
等
の
特
殊
詐

欺
に
よ
っ
て
送
致
さ
れ
て
く
る
少
年
も
多
く
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
誘
い
を
受
け
た

り
、
盛
り
場
や
遊
戯
施
設
で
声
を
か
け
ら
れ
て
犯
罪

に
手
を
染
め
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
少
年
は
、
自
分
が
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
「
深
く
考
え
る
こ
と
を
せ
ず
」
「
ア
ル
バ
イ

ト
感
覚
で
」
犯
罪
に
関
与
し
て
し
ま
い
ま
す
。
「
こ

れ
を
持
っ
て
、
あ
そ
こ
へ
行
っ
て
。
お
小
遣
あ
げ

る
か
ら…

」
な
ど
と
誘
わ
れ
て
、
言
葉
巧
み
に
使

わ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
彼
ら
は
組
織
の
全
貌
が

わ
か
ら
ず
、
罪
を
犯
し
た
意
識
が
薄
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
「
市
原
学
園
」
で
は
詐
欺
犯
罪
集
団
の
構

造
を
教
え
、
そ
し
て
被
害
者
の
声
を
聞
か
せ
る
こ

と
で
反
省
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
を
は
じ
め
と
し
た
学
校
教
育

で
も
行
わ
れ
て
い
る
「
食
育
」
を
重
視
し
、
健
全

な
食
生
活
を
日
々
実
践
し
、
食
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
を
育
み
、
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
る
こ
と

で
、
健
康
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
学
び
ま
す
。

　

お
腹
が
す
く
と
、
気
の
向
く
ま
ま
に
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
や
コ
ー
ラ
な
ど
で
空
腹
を
満
た
し
て
い
た
少

年
た
ち
が
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
な
が
ら
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の

ミ
ネ
ラ
ル
分
を
し
っ
か
り
摂
取
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
み
る
み
る
表
情
が
変
わ
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
少
年
た
ち
の
矯
正
教
育
と
併
せ
て
、

社
会
復
帰
へ
の
支
援
を
重
視
し
、
出
院
後
に
就
職

で
困
ら
な
い
よ
う
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
日
常
的

に
連
携
す
る
と
と
も
に
、
職
業
指
導
や
就
労
支
援

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
立
ち
直
る
決
意
を
も
っ
て
社
会
に
戻
っ

て
も
、
家
族
や
親
類
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
冷
た
い

目
で
見
ら
れ
た
り
、
避
け
ら
れ
た
り
し
た
の
で
は
、

立
ち
直
る
の
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
少
年
院
か
ら
出

た
少
年
へ
の
理
解
を
深
め
、
温
か
い
目
で
少
年
を
見

守
り
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
我
々
が
日
々
行
っ
て
い

る
「
愛
の
一
声
」
（
少
年
た
ち
の
心
を
開
か
せ
る
た

め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
大
人
が
目
を
向
け
、
声
を
か

け
て
い
く
こ
と
）
の
大
切
さ
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

た
と
と
も
に
、
今
後
の
補
導
活
動
に
意
を
強
く
し
ま

し
た
。

　
　

（
文
責　

青
少
年
セ
ン
タ
ー　

浅
岡　

正
人
）



(３)

◆ 街頭補導で声をかけた人数（４月～１月）※１月末日現在（単位は人）

◆ 補導実施状況　（４月～１月）※１月末日現在

◆ こども１１０番の家　－ 広げよう　子どもを見守る　地域の輪 －

　今年度４月から１月末

までに街頭補導中に声か

けを行った１６１人のう

ち、３６人（２２．４％）

は、「自転車二人乗り」

と「自転車無灯火」に対

する声かけでした。

　また、二人乗りや無灯

火だけでなく、並列走行

をはじめ、一時停止や安

全確認の不履行、傘さし

運転、スマートフォン等

を操作しながらの自転車

走行（安全運転義務違反）

などは大きな事故につな

がる可能性があります。

 小学生 中学生 高校生 有職少年 無職少年 合 計 

自 転 車 二 人 乗 り   

自 転 車 無 灯 火     

危険箇所出入り・遊び     

た む ろ    

喫 煙    

怠 学   

そ の 他  

合     計   

 
補 導 別

 

補 導  

（回）数

従 事 者 （人）  
合  計（人）

 
補導員 教員 職員 その他 

定時パトロール    

夜間パトロール  

随時パトロール   

早朝パトロール    

行事パトロール  

市内一斉パトロール   

列車パトロール 

隣　接　補　導 

合   計       

２

７

７

０

０

０

３９

５５

１０８

１３

２４５

５１

２１

２

１

１

４４２

１６７

１５

０

０

０

９１

０

８

２８１

２１

１２

０

０

０

２１

０

０

５４

１１０

１３

４５０

１０２

５１

２０

６

６

７５８

０

０

０

０

０

１９

０

６

２５

２９８

４０

４５０

１０２

５１

１５１

６

２０

１，１１８

５

１

０

０

０

０

３１

３７

１９

２

０

３

０

０

３４

５８

０

０

０

２

０

０

０

２

０

０

０

０

９

０

０

９

２６

１０

７

５

９

０

１０４

１６１

回

　「こども１１０番の家」は、子どもが事件・事故に遭った、また

は遭いそうになった等、助けを求めてきたとき、その子どもを保

護するとともに、家庭、関係機関などへ連絡するなどして、子ど

もの安全を見守る地域の輪です。

　令和2年１月末日現在、 「こども１１０番の家」 の設置軒数は

１，３５５軒となっています。

　この輪をさらに広げるため、御協力いただける御家庭や商店・

事業所等を募集しています。

中学校区別 軒数（軒） 

鎌ケ谷中 １９７  

第 二 中 ３１７  

第 三 中 ３２３  

第 四 中 ２２１  

第 五 中 ２９１  

市　　外 ６  

合　　計 １,３５５  

「こども１１０番の家」の
中学校区別の設置数
（令和２年１月末日現在）

補導の傾向として



松戸市

柏市

白井市

市川市

船橋市

船橋市飛地

東
武
鉄
道
野
田
線

馬
込
沢
駅

東部学習
センター 東部小

鎌ケ谷大仏駅

新
京
成
電
鉄

丸山児童
　　公園

右京塚
児童遊園

鎌
ケ
谷
駅

四中

ファイターズ
　　タウン

鎌ケ谷カントリークラブ

向原公園

中部小

貝柄山公園

市
役
所

鎌ケ谷
警察署

国道 464 号

市制記念
公園

北総線

航
空
自
衛
隊
下
総
基
地北部小

船
橋
我
孫
子
線

六
実
駅

三中

鎌ケ谷西高

西部小

く
ぬ
ぎ
山
駅

船橋市飛地

文

公

公

南部
公民館南部小

文 文
鎌ケ谷高

文

公

公

公

道
野
辺
小

手通
公園

文

文

文
初富小

東初富公園

第二新田公園

公

公

千
葉
鎌
ケ
谷
松
戸
線

文

文

文

文

五本松小

鎌ケ谷小

中央公民館
きらり鎌ケ谷市民会館

青少年センター
まなびいプラザ

文

文

北初富駅

新
鎌
ケ
谷
駅

文
二中

施

施

文
鎌中

公

体育館

文
五中

市川
印西
線

施北部
公民館

初
富
駅

公

囃子水公園

※ 青少年センターに寄せられた情報をもとに、
    事案の発生場所を地図上にあらわしました。

施

施

東初富公民館

施

施

(４)

【子どもが安心して暮らせるまちに・・】

○子どもだけで出かけるときは、時間と場所を家族に

　知らせましょう。

○人気のない道、夜道の一人歩きは、しないように

　しましょう。

○普段、通る道の｢こども１１０番の家｣を確認して

　おきましょう。

○万が一、不審者に出会った時の対応を日ごろから

　話し合っておきましょう。

令和元年度
子ども防犯マップ

【平成３１年４月～令和２年１月】

行　為　別 件数

露出　痴漢　変質行為

声かけ　つきまとい

たむろ　喫煙　不良行為

暴力　恐喝

不審者

その他

4

4

1

3

11

3

26合　計

●

○

◆

▲

△

☆


